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取扱説明書 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●この取扱説明書は、ジブクレーンの基本的なご使用方法・ 

  組立方及び扱い方について説明しております。 

  ご使用前によくお読み頂き、安全作業のため使用上の注意 

  を守って正しくお使い下さい。 
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■仕様並びに寸法図 
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注意；トロリーは付いていません。 
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柱取付式ジブクレーン設置方法 
 
●取り付け柱は必要強度以上の柱に取り付けて下さい。 
●設置する柱が決まりましたら、設置する柱に基準線を引き中心をだし、縦の基準線を引いて下

さい。 
 
固定プレートの取り付け 
①取付柱が決まりましたら、固定プレートを設置して下さい。 
 
   

固定プレート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②柱に穴をあけ固定プレートを高力六角ボルト・ナット・スプリング座金で締め込んで下さい。 
 
③次にアームの組立をおこないます。 
 アームについている引っ掛け部を上にして、フランジに引っ掛けて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高力六角ボルト・ナット・スプリング座金で締め込んで下さい。 

 この時、フランジＡ、フランジＢがずれないように締めて下さい。 
 ずれが生じますとアームが傾き、スムーズな動きができません。 
 （注）使用中トラブルが発生しない様に、ボルト・ナットは必ずスプリング座金を入れて確実

に締め込んで下さい。 
 
ボルト・ナットによる締め付けは、長年使用しますとゆるみがおこる恐れがあります。 
定期点検を実施して下さい。 
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④スライドアーム先端に、ストッパーを取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤旋回用麻ロープ（φ8）をスライドアーム先端に取り付け、横行レールの旋回が軽くスムーズに

行えることを確認してください。 
 

これで組立が完了しましたが、ボルト・ナットが確実に固定されているか再度確認して下さい。 

点検の為に必ずマーキングを行って下さい。 

 

 

 
 

 △！ （注意） 
  アームがスムーズに動作しない時やアームが流れる場合は、下記にて調整して下さい。 
  
     アーム・トロリ等が流れる場合の調整方法 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
柱・アームが水平垂直に設置されているか確認する。 
 
 
     せり出しアームの調整方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これで組立が完了しましたが、ボルト・ナットが確実に固定されているかを再度確認して下さい。 
必ず、点検の為にマーキングを行って下さい。 
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給電関係について 
                                 
            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

部品構成 

ワイヤー金具一式 

 ・金具（2個） 取付ボルト・・六角穴付ボルト M8×15 （ＳＷ付）4set 

 ・ケーブル滑車（2個） 

 ・メッセンジャーワイヤー 

 

ケーブルハンガー FRT-2（当社品番）（2個） 
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項目 状 況 点検方法 使用限界 主な不良原因 処

置 

固定

柱 
 

回転

部 

● 回転部に曲が

りがないか 
● 溶接部に異常

がないか 
 
 
● 軸受けに異常

がないか 
● フランジに曲

がりがないか 

● 目視又は測定具 
 
● 目視又はカラー

チェック 
 
 
● 目視 
 
● 目視又は測定具 

● 2mm 以上の曲がり 
（無負荷時） 

● 溶接割れ 
 
 
 
● 軸受（メタルブッシュ）

破損 

● オーバーロード 
 
● オーバーロード 
 
 
 
● 摩耗 

取 

替 

ア
ー
ム 

● アームに曲が

りはないか 
● 溶接等の割れ

はないか 
● フランジに曲

がりはないか 

● 目視又は測定具 
 
● 目視又はカラー

チェック 
● 目視又は測定具 

● 10mm 以上の曲がり 
（無負荷時） 

● 溶接割れ 
 
● 3mm 以上の曲がり 

（無負荷時） 

● オーバーロード 
● 床の老朽化 
● ボルト・ナットの

緩み 
● オーバーロード 
● 取扱不備 

取 

替 

 
毎日安全に作業して頂く為に、以上の点検を行って下さい。 
また、ボルト・ナット継手箇所は、緩んできますので、点検を行って下さい。 
また、上記点検の結果、異常が発生した時はただちに使用をやめ、メーカー点検を受けて

ください。又メーカー点検（有料）を希望される時はご用命下さ

■点検基準 



 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

                http://www.supertool.co.jp/         

□本 社 ・ 工 場〒599-8243  大阪府堺市中区見野山 158番地   TEL 072-236-5521(代) FAX.072-236-5785 

□大 阪 支 店 〒599-8243  大阪府堺市中区見野山 158番地   TEL 072-236-5526(代) FAX.072-236-3817 

□東 京 支 店 〒142-0041  東京都品川区戸越 3丁目 4-18     TEL 03-5750-2341(代) FAX.03-5750-2347 

                    ゴールドステージビル 3F 

□名古屋支店〒460-0026  名古屋市中区伊勢山 1丁目 2-4    TEL 052-323-0701(代) FAX.052-323-0720 

□札 幌 〒003-0029  札幌市白石区平和通 3丁目北 4-20 TEL 011-864-3581(代) FAX.011-864-3590 

□仙 台 〒984-0831  宮城県仙台市若林区沖野 2丁目 8-5 TEL 022-294-1922(代) FAX.022-285-1513 

□新 潟 〒950-0855  新潟市東区江南 2丁目 6-2        TEL 025-287-5353(代) FAX.025-287-6003 

□広 島 〒733-0012  広島市西区中広町 2-14-27         TEL 082-293-5570(代) FAX.082-293-5531 

□福 岡 〒812-0016  福岡市博多区博多駅南 3-10-23     TEL 092-431-1897(代) FAX.092-431-1909 

□北関東（駐在）  TEL.090-9540-8702      □東関東（駐在）  TEL.090-2708-5038 
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